
《学部消息 》

教 授 会 メ モ

0月 11日 (水)定例教授会            131 教務委員会報告

理学部 4号館 (1320号 室)          141 教諄 部連絡委員会報告

議 題                       151'人 事委員会報告

は)人事異動等報告                 (61 会計委員会報告

l121 奨学寄附金の受入れについて t        {71 企画委員会報告

(3)物品寄附の受け入れについて           181 理学院計画委員会報告

l141 学部研究生の入学について           {9 スペクトル化学研究センター長の選出について

,15)学部研究生の期1笥延長について          1001 その他

16)図書委員会報告

(■ 会議 員鋼 告              11月 20日 (水)定例教授会

181企¨ 告               理学部 4号館 (1320号室)

1911 理学院計画委員会報告              議 題

001 評議員の選出について              は)人事異動等報告

い その他                     (21 奨学寄附金の受け入れについて

8)物品寄附の受入れについて

10月 16日 (水)定例1教授会            (41平 成4年度内地研究員の受入れについて

理学部 4号館 (13201号 案)          l151 人事委員会報告

議 題                       (61 企画委員会報告

11)人事異動等報告                 171 理学院計画委員会報告

121.奨学寄附金の受入れについて          {8)そ の他

人 事 異 動 報 告

(講師1以上)

所 属    官
‐ 職    氏   名   発令年月日  異動内容     備      考

動   物  助 教 授  村 止   彰  3.9.1  昇  任  浜松医科大学教授ヘ

場
球惑‐

墨    ″    山 形 俊 男   ″   転  任  九州大学助教授より

物   理  教   授  藤 |‖ 和 男  3.9.16  配 置 換  1京都大学教授より

申1 間 子  客員助教授  齋 藤 理―郎  3, 9.30  併任解除

物1  理  教  授  福■山 秀 敏  310.1  併  任  蓋確 :惣嘗¶鷹翼許
授

数   学  助 教 授  堤‐   誉志雄|    ″    転  任  名古屋大学助教授より

動1  物  講   師  1田 代 康 介    ″    昇  任  助手より

物   理  教   授  江 口   徹  311.16    ″   助教難 り

″        塚   1田      捷         ″           ″           ‐″

●
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理 学博 ± 学位 極 与者

平成3年9月鉤個徹判唾穿諄蔀(1協名)

論   文   題   □

輻 鯛 ′ヽ轟』 臨 鴬 憲 肉 颯 鰊
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専 攻 氏 名   論 文 題 目

植 物 学  ルイス,M.   沿岸海域での従属栄養細菌群集による窒素代謝とその生態学的意義
ツパス

相関理化学  青 木 俊 夫  リョウメンシダに含まれる糖アナログの,植物の成長に対する阻害作用

論 文 博 士  小木曽 啓 示  3次元偏極カラビーヤウ多様体について

論 文 博 士  腰 原 伸 也  有機固体における光誘起相転移の探索

論 文 博 士  長谷川 修 司  縞走査干渉法による電子線ホログラフィの高感度化と,それによる微視的磁

場の解析

論 文 博 士  早 川   基  夜側極域磁気圏における電場計測

論 文 博 士  藤 沢 捷 二  i電子分光法にょる芳香族化合物の電子状態の研究

平成 3年 10月 28日 付学位授与者 (4名 )

論 文博士  栗 原 将 人  剰余体一般の絶対不分岐完備離散付値体のアーベル拡大について

論 文博士  加 藤 内蔵進  1979年 における中国大陸付近の梅雨前線の構造の季節遷移過程

論 文博士  笹 井 洋 一  線形ピエゾ磁気効果に基づく地殻変動磁場のモデル化

論 文博士  三 宅 早 苗  分裂酵母における′
“
,関連遺伝子y″ f。 ,ッpι&′αι2の解析

海 外 渡 航 者

(6月 以上 )

所属  官 職   氏   名    渡 航 先    期  間     目      的

数 学  助 手  藤 原 一 宏
‐ アメリカ合衆国  3.24:815整

霧雰発勢
幾何学の研究及び研究

植 物  助 手  大 矢 禎 一  アメリカ合衆国  3J」
!0.8 き

'ζ

兵夕讐8農募庭菖子Z進饉
学的研究に従事するため

素粒子  助 手  真 下 哲 良『
  ぅ ラ ン 曼  31,4:30 5 

曇嚢る信管
異套竃季早鬱竃季署嚢

素粒子  助 手  佐々木 真 人
  ぅ ラ ン チ  3」 bィ928 晟膝姥国

実験電子・陽電子衝突実

外国人客員研究員報告

所 属  受入れ教官  国 籍   氏     名    現    職   研究員期間 備考

物 理学科 大塚 助教授 フ ランス NGUYEN Giai vanパ リ原子核センター   平3.1017～
(CNRS)主任研究員  平3.11.30
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理学部職員組合と理学部長との交渉

理学部職員組合 (理職)と 理学部長との定例の交渉

が,9月 3o日 ,10月 28日 及び11月 18日 におこなわれた。

この間,改革案 (理学部の大学院重点計画及び数理科

学研究科設置計画)と ともに理学部 1号館中央化計画

が具体化してきており,交渉でもこれらの問題が大き

く取りあげられた。理職は「改革に対する理学部職員

組合の見解と要求」をまとめ,10月 の交渉で提出した。

交渉の主な内容は以下のとおりである。

1.昇給 。昇格等の待遇改善について

事務職員の昇格等について,こ の間の交渉で,理職

は 4級 。5級・ 6級昇格に関する要望書を提出し,理

学部として要望書記載の職員の昇格改善に努力するよ

う要望した。事務長は努力したいと答えた。尚,10月

1日 付で理職が要望していた掛主任 1名が実現した。

10月 の交渉で,理職は,こ の夏理職がおこなった

「事務系職員の仕事と『改革』に関する意識」につい

てのァンケート調査の集計結果を,学部長,事務長に

手渡した。理職は,ア ンケート結果からも理学部の事

務職員がたいへんな状況にあることがわかると指摘す

るとともに,ア ンケートの自由記入欄に記された改革

に対する意見は無修正のまま掲載したことを述べた。

学部長,事務長は,貴重な資料であり,参考にしたい

と述べた。

10月 ,11月 の交渉で,理職は技術職員の 6・ 7級の

昇格状況について質した。事務長は5-6月 頃上申し

たが,結果はまだ来ていないと答えた。理職は,他学

部ではすでに結果が来ており,定数は配分済みである

ことを指摘した。

11月 の交渉で,理職は,天文学教育研究センターの

技術職員の 4級昇格の件で, 1名が文部省の昇格基準

をすべて満たしているにもかかわらず昇格できていな

い理由,及び他の 1名 の昇格について質 した。事務長

は,後者についてはおそらく在級年数の問題であり,

前者については事情を調査 して対処したいと述べた。

理職はさらに,条件を満たしている技術職員の 6級

昇格の件について,昇格の早期実現を要望した。

2.技術職員問題について

9月 の交渉で,理職は,こ の間2名退職したあとの

技術部組織図の空きポストの問題,及び数理科学研究

科が分離独立するにあたって組織をどうするかという

問題について質問した。理職は,組織発足の時点では
,

専門職として系にこだわらずに柔軟に運用するという

約束であったことを指摘した。また,数理科学研究科

が独立しても組織の規模は現状のままにすべきだと主

張した。事務長は,組織図の系や班を越えての昇任も

可能であることを認め,組織図の空きポストに関して

は上申してあると回答した。

3.第 8次定員削減について

11月 の交渉で,理職は,第 8次定員削減の状況につ

いて質した。学部長は,学部長会議での報告によると,

東大では 5年間で 272名 ,内訳は,教官18名 ,看護婦

6名 ,他は行政職職員であると述べた。また,理学部

への配分は年 2-3名位になろうと述べた。理職は,

定員削減の中で改革に必要な増員は可能かと質した。

学部長は,難 しいが,増員は要求していくと答えた。

理職は,定員削減に対してどう対応するか,理学部の

方針を質した。学部長は,削減のしわ寄せが主として

行政職職員にかかっており教官とのバランスが崩れて

いることを認めるとともに,行政職職員の削減はもは

や限度を越えており,教官定数を振り替えるなどの方

法もひとつの可能性として考える必要があるかもしれ

ないと述べた。事務長は,教室事務等の合理化などは

検討していないと述べた。

4.定員外職員の定員化について

10月 の交渉で,理職は,一人の該当者については,

東職で取りあげて局長と協議することになったことを

説明し,理学部としていつでも定員化できる態勢を維

持するよう要望した。事務長は,引 き続きいつでも定

員化に対応できる態勢を維持していくと回答した。11

月の交渉で,理職は,も う一人の該当者について,関

係教室の対応を質した。学部長は,当該教室の主任か

ら教室として定員化の方向が承認されたとの連絡があ

ったことを明らかにした。理職は,教室から正式に上
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申がなされた場合には理学部として定員化の方向で努

力するとの,従来からの学部長の姿勢を質した。学部

長は,定員化へ向けて努力すると答えた。

5.行 (二 )か ら行 (― )へ の振 り替えについて

9月 ,10月 ,11月 の交渉で,理職は,以前から要望

している行日から行l―lへの振り替えについて重ねて要

望した。事務長は,年度途中の振り替えはたいへん難

しいが,引 き続き努力する,と 答えた。

6.改革問題 。1号館中央化の問題について

10月 の交渉で,理職は,学部長に提出してあった

「改革に対する理学部職員組合の見解と要求」 (10月

25日 付,以下『見解と要求』と略す)を もとに交渉を

おこなった。

理職は,ま ず,改革や建物の中央化は,そ こに働く

職員の労働条件・職場環境に大きな変化をもたらすも

のであることを指摘した。その上で,『見解と要求』

の第 4項 目に記された,改革に対する理職の基本的な

立場を明らかにした。すなわち,上記のような職員の

労働条件・職場環境の変更をもたらすような問題を当

局が検討する場合には,11)検 討内容を検討段階で公表

し,組合と協議する場を持つこと,121職員の労働条件

・職場環境の変更は組合との合意なしにはおこなわな

いこと,の 2点が原則であるという組合の基本的立場

を表明した。理職は,こ の点に関する学部長の考えを

質した。学部長は,こ の点に関して基本的に賛意を表

明し,そのような姿勢でのぞむつもりであると述べた。

理職は, 1号館中央化に関連して,図書室を 7・ 8

階に集中化するとか,試作室を統合するとかいう案が
,

図書委員会や当の職員が知らないうちに建物委員会の

方で検討されているという話があることを指摘し,こ

れはまさに労働条件・職場環境の変更にあたり,組合

と協議すべきだと主張した。学部長は,案はまだ検討

中であり,11月 半ばにこの問題での説明会を開くと答

えた。 (1号館集中化計画に関する理学部の説明会は

11月 13日 に開かれた。)学部長はまた,こ のような問

題はさまざまな場で検討する必要があることを述べた。

理職は,大学院部局化に伴う法律上の問題で,教室

事務と技官については法的位置づけが曖味であり,研

究科への移行において法的整備が必要ではないかと質

した。学部長は,省令改正が必要かもしれないと述べ

た。理職は,研究科移行の際に,職員の処遇に関して

もきちんと位置づけて処遇改善を図るべきだと主張し

た。学部長は,最終的には平成 5年度ですべての専攻

が研究科に移行 し,研究科長が置かれるので,それま

でに法的整備をする必要があろうと述べた。

理職は,職員定員増がない場合には改革案を再検討

すべきだと主張した。理職は,ま た,職員が増えない

まま共通大講座等の計画を進めれば,最後に負担は教

官にかかってくると指摘した。学部長は,そのような

場合には,教官定員を事務に回すことも含めて対応を

検討 しなければならないと述べた。

理職は, 1号館中央化に関連して,休養室,更衣室
,

シャワー室,体育施設などの福利厚生施設が必要だと

主張した。学部長は,さ まざまな要望を出してほしい

と述べた。

11月 の交渉で,理職は,数理科学研究科の事務組織

に関して,部局間事務の統合に道を開く教養学部事務

への組み入れには反対であるとの理職の見解を表明し,

事務組織に関する現段階での検討状況を質した。事務

長は,教養学部の協力をあおぐ場合と,独立した事務

組織をつくる場合の両方の可能性が検討されていると

回答した。

11月 の交渉で,理職は,キ ャンパス問題の議論がど

のようになっているかを質した。学部長は,理学部と

しては大型設備の設置できるキャンパスは必要であり,

重要課題と位置づけて検討 していると述べた。
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